
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024.4.1  Vol.04

宮野ホタルまつりにおいて、 『スーパーボールすくい』 と 『千本引き』 の夜店を出店しました。 

２つのテントの運営スタッフとして、また、まつりの会場設営・撤去スタッフとして、 

各町内会から多くの皆様にご参加いただきました。ありがとうございました。 

令和６年度も「ホタルまつり」で、たくさんの子どもたちの笑顔が見られる 

ことを願っています。ご協力よろしくお願いいたします。 

（主催：宮野ホタルまつり協賛会） 

県大生にも夜店のボランティアスタッフ

として活躍していただきました！ 

mailto:miyanoti@c-able.ne.jp
tel:083-934-5005


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町内会役員のなり手がいない・以前は一人の人が 

長く町内会長をやっていたが、順番で１年ごとに変わると 

活動内容や方法等がわかりにくくなった・町内会費が１月 300 円

や 500 円のところがあるが金額の決め方が難しい・体育系の参加

が高齢化のため難しい・転入者に加入を促すが加入しない人もあ

る・募金の集金について、個別集金、町内会費でまとめて募金等、

町内によりまちまち・リーダーがいない・町内の中での交流がない 

 

 

・ゴミ問題の対応：当番で清掃、ゴミ出しが困難な高齢者の 

代わりに出すなどの助け合いをしている町内もある、高齢者が多

い場合は福祉施設へ委託等で対応・コロナの影響で活動が止ま

っていたが元通り実施してきている・老人会復活のきっかけをつく

る・町内で集まる行事を行い問題点を解決する工夫をする・町内

清掃活動時に弁当を支給し、予想以上の 

成果を挙げている町内会がある・町内会の 

統合を考える・古くからいる人の意見が強い 

・椹野川清掃について、できるだけ参加していただくため不参加者にペナ

ルティ（出不足金）を課している町内や業者に依頼している町内もあ

る・真夏に実施せずに時期を検討した方がよい（参加者も増える）・祇

園祭は、各町内からでているが参加が厳しい、無理・参加要請を紙媒

体でされるが若い人は見ないかもしれない、ネットや SNS 等を利用して、

全世代に情報が届くようにした方がよい・各団体の会議等、現役世代は

日中の参加は難しい・行事のダブルブッキング等が起こらないように調整 

する機関が必要・人員が集まらない（若くないと参加は困難） 

・高齢化が大きな問題（行事の参加が難しい） 

 

・分別マナーが悪い（資源ごみの日に違反ゴミが毎回ある）・違反

ゴミを出す人がなくならない・ゴミ出し日以外の投棄・学生アパート

からの違反ゴミ・車で地区外から？大量に持ち込まれる・認知症の

方の分別問題（近隣の方や町内会長、民生委員、福祉員が助

け合いを行っている）・違反ゴミの内容から個人が特定されても本

人に言えるのか疑問・学生はアパートの管理会社を通じての対応と

なる・ダミー防犯カメラの設置を検討している・防犯カメラ 

を設置しても管理を誰がするかが問題・カギをつけて 

も外に置かれる・メッセージ性の強い貼紙をする 

・町内会長（役員）のなり手がない（高齢化等）・班ごとの順番

で対応・役員の負担を分割する・会長の業務の役割分担が必要 

・自治会以外の行事がある・自治会以外の業務が負担になる 

・町内の高齢化対策が急務・５年 10 年先 

を考えると町内会として成り立たない・班の合 

併は困難・自治会の統合を考える 

・輪番制だが、高齢化により困難な世帯が多い・若い人が少ない・

班により偏りが大きい・町内が広すぎて全体を把握できない・以前

は重鎮がおられたが今はくじで選出・高齢者を除くという基準はない

が 40～70 代などの基準が必用・役員人選の困難から脱会する

動きがある・会長に業務が集中し負担が大きい、会長の業務の明

確化・小さい町内は会長が全ての仕事を負担している・自分にもで

きた（トラブルが無く、時間さえあればできる）・民生委員を決める

のが大変・男性が会長をやらされることが多い・春に行事が多い 

・テレビの不法投棄を町内会で対応するのは困難、市で引き取るべ

き・ゴミステーションへの無断投棄（他地区から持込、学生、町内会

未加入者）・市の警告シールが貼られていてもそのまま・世話人に負

担がかかる→処理をせずに一定期間置いておく・ゴミ袋に名前を書い

たらどうか（防府市は実施）・違反ゴミがあったら回覧する・町内会未

加入でゴミカレンダーを持っていない→全戸配布する・交流センターに

も置いてある・地区外からの不法持込→市や警察の窓口がある・収 

   集日以外に出されるゴミ→カギかけとルールの徹底・注意看板が 

古くて見えない→センター、清掃事務所で交換 

・椹野川の不法投棄が 10 年振りに再発 

令和５年１１月２６日（日）、午前午後の２回に分けて実施しました。 

事前に実施した、各町内会長へのアンケート調査の結果から４つのテーマを設定し、４つの中から参加者（町内会長）が

協議したいテーマを１つ選び、テーマごとにグループを作って協議を行いました。協議のあとは、各グループの協議結果

を発表して参加者全員で共有しました。 各グループの発表・記録の中から、出された意見の一部を紹介します。 

 参加町内会：泉・岩杖・竜花・石丸・七房団地・幸里・仁保地・宮路・大山路・河原・青葉台・熊坂・西恋路・上恋路・中恋路・下恋路・住吉・東 

桜畠・上桜畠・沖桜畠・西桜畠・桜畠団地・第３住宅・上折本・下折本・東折本・宮野サニータウン・芝崎・コモドタウン七尾台（29町内会） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保育園、幼、小、中学校、大学がある・学生が多い・大学で 

ママカフェ等の開催がある・大学と地域で交流する機会がある 

・まち歩きツアー、着物喫茶などが開催されている・文化財がある 

・自然がたくさんある（川がきれい、豊富な水（ダム）、緑が多い、

ホタルも見られる）・地域の人々がやさしい・朝の交通指導の方の 

挨拶・学生ボランティアが沢山活躍している 

・街灯が少ない・子どもが遊ぶ場所 

・地域の人との交流が少ない・飲む場所、飲食店が少ない・電車

が少ない・交通の便がわるい・カフェ・バイトをする会社が少ない 

・就職する場所が少ない 

・市営住宅・公園・保育所・スーパー・集会所・県大防災拠点・ウ

ォーキングコース・ジム・カフェ・飲食店・宮野駅の周辺設備（暇つ

ぶしできる場所）・アルバイトをする場所・交流の場所・行きつけに

できる食堂・みんなが集まっていてそこに行くことが楽しみになるよう

な場所・フリーマーケットみたいな場所・県大で行う地域交流イベン

ト・プレーパーク・自然を生かしたキャンプ場・レノファ山口の応援バス

の増便（ノンステップバス）・学生がずっと宮野で働ける土台 

したいこと・中高生も県大に来る機会を増やしたい・宮野温泉など

素的な施設をアピールしたい・学生でイベントをしたい・サークル、地

域の繋がりをつくりたい・まつりなど地域イベントに沢山参加したい 

・気軽に交流する場を増やしたい・大もちまき大会・地域の祭りを盛

り上げる・子どもを巻き込んだイベントの開催・子育て世代の方と関

わりたい・寺子屋（大人→子ども：勉強を教える、子ども→大

人：スマホ教室など）・宮野駅付近でイベント 

してほしいこと・寮の大木を整理してほしい・学祭に来て欲しい・大

学図書館の一般開放の日を作ってほしい・グラウンドを子どもたちに

使わせてほしい・大学でまとめて企業説明会をしてほしい・宮野の

自然を楽しんでほしい・寮を続けてほしい・バスの臨時便・障がい者

施設にボランティアに来て欲しい・県大生に小中学校や福祉施設

の訪問をしてほしい（手話サークル学生が手話を教えに）・学生に

地域の抱えている問題やルールを知ってほしい 

したらいいこと・留学生との交流・地域のイベントにもっと学生が参

加する・県立大学と地域のコラボ・交流の場を増やす・社会福祉イ

ベントに参加・地域イベントと学祭を共同で・開放的な大学・ボラン

ティア活動・他県の人にも分かりやすく宮野を紹介・子ども食堂を高 

齢者や障がい者も利用できるように・さくらんぼ館の存続 

・町内会に学生が積極的に参加する・学生と子どもが関わる機会を

つくる・地域住民と県大生が助け合う（県大生だからできること、地

域の人だからできることがある） 

・サークル（交流センター）活動への若年層の参加、積極的な

活用・模擬店の活用（学祭、小学校のまつり等）・空き家の活

用（カフェ等 学生が関わる） 

・地域らしさを知ってもらう！たくさんの人に周知することが必要・山

口の特産品や野菜を作って温まる企画（しっちょる鍋）・一緒にサ

ークル活動をする・宮野の歴史を繋いでいく・畑を一緒に作り育てた

野菜を販売する・芋ほりして焼き芋を食べる・若い方の発想を生か

せる仕組みづくり・気軽に関われる仕組みをつくる 

・南キャンパス跡地を活用・林業センターの跡地を活用 

嬉しかったこと・大家さんによくしてもらっている・山口天神祭のサー

クルで参加したボランティアが楽しかった・ボランティアに参加できてい

る・学生ボランティアが沢山活躍されている 

困りごと・交流の場に参加するのはハードルが高い・ゴミの分別がわ

からない（留学生に自国の言語で POP をつくる）・虫と雪に困った 

今年度の交流会は、県立大学のご提案で、これからの宮野に

ついて考える「ワークショップ」と、学生に大学の北キャンパ

スを案内していただく「キャンパスツアー」を実施しました。

ワークショップで参加者から出た意見の一部を紹介します。

皆さんも、これからの宮野について考えてみませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年振りに山口祇園祭が通常開催され、宮野地域からは、48 名の方が裸坊として参加されました。 

３年間御神輿担ぎが中止されていた影響もあってのことか、予定の人数の半数の参加となりましたが、それでも無

事、御神輿を八坂神社から御旅所まで、約２時間かけてお運びすることができました。 

参加者募集にご尽力いただきました皆様、参加された皆様、大変ありがとうございました。お疲れ様でした。 

令和６年度は、より大勢の方のご参加をお待ちしております。 

 

詳細は６月初旬頃に全戸配布するチラシをご覧ください。 

出発式 

魔法の屋根 

夜もふけて… 御旅所到着 

まわせまわせ！ 

いざ出発！ 

商店街 右へ左へ 

「緑の募金」の一部が地域に還元され、緑いっぱい運動の一環として、地域内の施設や子ども会花壇の緑化活動に 

活かされています。交流センター等の花は、山口県立農業高等学校草花部の花壇苗を中心に植えています。 

宮野地域交流センター 

高齢者生きがいセンター 

地域交流ステーション宮野 

各子ども会花壇 

21：02 


